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組
合
設
立
件
数
の
推
移

・
二
年
連
続
で
二
〇
組
合
超
え
る

平
成
二
六
年
度
の
組
合
設
立
件
数
は
、
昨
年
度

の
二
二
組
合
に
対
し
一
件
少
な
い
二
一
組
合
で

あ
っ
た
。
設
立
件
数
は
、
二
年
連
続
で
二
〇
組
合

を
超
え
た
。

全
国
的
に
、
組
合
の
設
立
が
低
迷
す
る
中
、
県

内
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
が
連
携
し
、
地
域
資

源
の
活
用
に
よ
る
新
た
な
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
動
き
が
活
発
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域

の
仲
間
が
共
同
で
、
地
域
活
性
化
の
核
と
な
る
施

設
運
営
を
行
う
取
り
組
み
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な

方
面
で
組
織
化
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

出
資
金
の
推
移
・
構
成
員
の
特
徴

・
出
資
金
は
減
少
傾
向
続
く

・
個
人
事
業
主
の
参
画
が
目
立
つ

出
資
金
が
、
一
〇
〇
万
円
未
満
の
組
合
が
一
三

組
合
と
過
半
数
を
占
め
た
。
組
合
員
の
少
数
化
に

加
え
、
小
資
本
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
組
合

制
度
の
利
便
性
が

理
解
さ
れ
て
い
る

模
様
。
ま
た
、
企

業
組
合
は
も
と
よ

り
、
農
業
者
や
専

門
知
識
を
有
す
る

個
人
事
業
者
の
参

画
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
。

組
合
主
要
事
業
の
推
移

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
を
目
指
す

・
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
も
注
目
集
ま
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
商
品
の
開
発
、
販

路
の
開
拓
を
目
指
す
組
合
、
地
域
振
興
の
核
と
な

る
施
設
の
運
営
を
行
う
組
合
が
あ
わ
せ
て
八
組
合

に
の
ぼ
っ
た
。

ま
た
、
外
国
人

技
能
実
習
生
の

共
同
受
入
事
業

を
検
討
す
る
組

合
が
西
部
地
区

を
中
心
に
、
四

組
合
と
、
制
度

へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え

る
。

平成26年度に県内で設立された組合数は、21組合に上った。平成25年度の設立が22組合であり2年連続で20組
合を上回った。
一組合平均の出資総額は161.9万円と前年度の146.2万円を上回ったが、100万円未満の組合が13組合あり、依
然として少額資本の組合設立が目立った。
主な設立目的では共同購買事業が7組合、共同受注事業が5組合であり、組合員企業の経営合理化と連携による販路

開拓、販路拡大への期待感が大きい。また、地域資源を活用した組合ブランド商品の開発や地域振興の核となる施設
の管理、運営を行う組合の設立が8組合と目を引いた。

特集
平成26年度

静岡県の組合設立白書
全21組合の概要とその目的

【県内の組合設立件数の推移】 （平成15年度以降）

年度（平成）15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

設立件数  11  17  14  17  9  13  13  13  11  16  22 21

全国 816 868 806 827 604 528 369 303 333 339 327 ※

※全国数値は、全国中央会の集計による。平成26年度は未集計
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【出資金の推移】 （単位：万円）
平成（年度） 21 22 23 24 25 26

100未満 2 5 7 9 12 13
100 5 3 2 0 2 1

101～200 3 2 2 4 4 4
201～300 1 3 0 0 3 0
301～500 0 0 0 1 0 1
501～ 2 0 0 2 1 2
計 13 13 11 16 22 21

一組合当たりの出資金の平均は161.9万円

【組合主要事業の推移】
平成（年度） 21 22 23 24 25 26

共同受注 1 5 4 7 9 5
共同販売 1 2 1 4 2
共同購買・斡旋 2 3 1 6 3 7
共同生産・加工 1 1 2
共同宣伝 4 1
共同施設の維持・管理 2 1 1
企業組合 1 2 2 2 4 3
その他 2 1 2 1

計 13 13 11 16 22 21

静岡県の組合設立件数
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食
用
桑
の
栽
培
と
商
品
開
発
で
地
域
振
興 

企
業
組
合
松
崎
桑そ

う

葉ば

フ
ァ
ー
ム

組
合
員
／
二
三
人

出
資
金
／
一
七
六
万
円

所
在
地
／
賀
茂
郡
松
崎
町

理
事
長
／
齋
藤
省
一

松
崎
町
は
、
温
暖
な
た
め
桑
の
栽
培
に
適
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
養
蚕
が
盛
ん
で
繭
の
産
地
で

あ
っ
た
。
当
組
合
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景

に
注
目
し
、
耕
作
放
棄
地
の
活
用
、
地
域
の
活
性

化
、
高
齢
者
の
就
業
の
場
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
食
用
桑
「
き
ぬ
ゆ
た
か
」
を
栽
培
す
る
。

ま
た
、
ま
ち
な
か
の
空
き
家
を
活
用
し
た
物
販

施
設
「
く
わ
や
」
を
運
営
。
栄
養
価
の
高
い
桑
を

原
料
と
し
た
「
桑
葉
茶
」
や
ク
ッ
キ
ー
、う
ど
ん
、

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
を
販
売
す
る
。

 

家
電
品
の
共
同
購
買
で
仕
入
れ
コ
ス
ト
を
削
減

静
岡
東
部
家
電
協
同
組
合

組
合
員
／
一
一
人

出
資
金
／
一
一
万
円

所
在
地
／
三
島
市

理
事
長
／
井
口
英
敏

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
系
列
販
売
店
で
組
合
を

設
立
。
大
型
量
販
店
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
と
の
競

合
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
る
な
か
、
共
同
購
買
に

よ
る
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
削
減
、
共
同
受
注
に
よ
る

受
注
機
会
の
増
加
を
目
指
す
ほ
か
、
情
報
交
換
に

よ
る
顧
客
の
安
定
的
確
保
な
ど
に
よ
り
、
経
営
の

安
定
を
は
か
る
。

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
地
域
家
電
店
の

必
要
性
は
増
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
、
き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
で
＂ま
ち
の
電
気
屋
＂の
生

き
残
り
を
か
け
る
。

 

廃
棄
物
焼
却
灰
・
溶
融
ス
ラ
グ
を
共
同
購
入 

静
岡
再
生
資
源
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
二
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
深
澤
泰
山

静
岡
市
で
は
、
廃
棄
物
を
減
量
す
る
た
め
、
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
や
循
環
資
源
の
再
利
用
を
促
進

す
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
清
掃
工
場
に
お
い

て
、
ご
み
処
理
過
程
で
溶
融
ス
ラ
グ
を
製
造
し
、

最
終
処
分
場
の
延
命
化
及
び
建
設
資
材
と
し
て
の

有
効
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

静
岡
市
内
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
、
建
設
業

者
で
構
成
さ
れ
る
当
組
合
は
、
こ
の
溶
融
ス
ラ
グ

を
共
同
購
入
し
、
各
組
合
員
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
の

低
減
を
目
指
す
。

 

梅
ケ
島
＂魚
魚
の
里＂
を
運
営 

企

業

組

合

魚と

魚と

の

里

組
合
員
／
五
人

出
資
金
／
二
五
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
市
川
兵
伍

温
泉
地
と
し
て
有
名
な
静
岡
市
葵
区
の
梅
ヶ
島

に
あ
る
人
気
の
観
光
施
設
「
日
影
沢
親
水
園
（
魚

魚
の
里
）」
の
運
営
を
行
う
企
業
組
合
。

当
施
設
に
は
、
養
殖
さ
れ
た
ヤ
マ
メ
を
釣
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
三
つ
の
釣
り
池
や
、
つ
か

み
ど
り
池
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
食
体
験
施
設
「
魚
魚
の
家
」
で
は
、
囲

炉
裏
を
囲
ん
で
ヤ
マ
メ
や
山
菜
料
理
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
。
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
や
独
自

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
も
積
極
的
に
展
開
す
る
。

 

異
業
種
連
携
に
よ
り
経
営
の
革
新
目
指
す 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
部
協
同
組
合

組
合
員
／
一
四
人

出
資
金
／
七
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
三
戸
康
博

浜
名
湖
西
岸
地
区
の
異
業
種
中
小
企
業
で
構
成

さ
れ
る
組
合
。
当
地
域
は
、
主
に
自
動
車
関
連
の

も
の
づ
く
り
産
業
が
集
積
し
て
お
り
、
親
企
業
の

海
外
進
出
の
進
展
な
ど
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
組
合
員
は
、
共
同

購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
や
異
業
種
連
携
に
よ

る
経
営
の
革
新
を
は
か
る
考
え
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
も
に
ら
み
、
中
小
企
業

の
労
働
力
確
保
に
向
け
、
女
性
・
高
齢
者
・
外
国

人
の
活
用
等
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
う
。

 

運
送
業
者
が
物
流
団
地
を
形
成 

静
岡
市
物
流
団
地
協
同
組
合

組
合
員
／
五
人

出
資
金
／
五
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
杉
山
節
雄

静
岡
市
内
の
貨
物
運
送
業
者
五
社
で
組
合
を
設

▲空き家を活用した
　組合物販施設「くわや」

平成26年度 新設21組合

プロフィール   PROFILE

※順不同。内容は認可時点のものです。

▲釣ったやまめは
　その場で炭焼きに
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立
。
組
合
員
は
そ
れ
ぞ
れ
、
事
業
所
が
住
宅
に
隣

接
し
、
住
民
へ
の
配
慮
か
ら
夜
間
等
の
操
業
に
制

約
を
受
け
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。ま
た
、

駐
車
場
や
倉
庫
が
市
内
に
点
在
し
て
お
り
、
集
約

化
に
よ
り
業
務
効
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

当
組
合
で
は
、
静
岡
市
駿
河
区
宇
津
ノ
谷
地
域

に
物
流
団
地
の
建
設
を
計
画
。
国
の
高
度
化
資
金

を
活
用
し
、
平
成
二
九
年
度
の
操
業
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。
開
発
総
面
積
二
九
，八
五
一
㎡

 

共
同
購
入
な
ど
に
よ
り
企
業
間
連
携
を
強
化 

遠
州
西
部
建
設
業
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
〇
〇
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
天
野
隆
夫

浜
松
市
の
建
設
関
連
業
者
四
社
が
、
企
業
間
連

携
や
組
織
化
を
通
じ
た
共
同
事
業
の
展
開
に
よ
る

経
営
力
の
強
化
を
目
的
に
設
立
。
組
合
員
の
共
通

す
る
副
資
材
や
機
材
等
を
共
同
購
入
す
る
こ
と
に

よ
り
組
合
員
個
々
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
、
財

務
体
質
の
強
化
に
努
め
る
。

将
来
的
に
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
や
体
制
作
り
に
取

り
組
む
。

 

農
商
工
連
携
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

ふ
じ
の
く
に
素
材
活
用
協
同
組
合

組
合
員
／
一
一
人

出
資
金
／
四
四
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
多
田
清
吾

県
東
部
の
「
富
士
箱
根
伊
豆
の
恵
み 

こ
だ
わ

り
の
食
材
研
究
会
」
を
母
体
と
し
て
、
三
島
市
、

静
岡
市
、
浜
松
市
な
ど
の
ミ
カ
ン
農
家
、
養
豚
、

ひ
も
の
製
造
、
ワ
サ
ビ
加
工
、
菓
子
卸
売
、
化
粧

品
製
造
な
ど
の
異
業
種
で
構
成
さ
れ
る
組
合
。

農
商
工
連
携
を
推
し
進
め
、
各
社
が
持
つ
販
路

の
共
有
化
や
業
種
の
垣
根
を
越
え
た
商
品
開
発
を

目
指
す
。
組
合
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
確
立
し
、
県
内

各
地
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
特

産
品
の
量
産
化
、
販
路
開
拓
を
行
う
。

 

緑
茶
関
連
商
品
で
６
次
産
業
化
を
推
進 

メ
デ
ィ
カ
ル
テ
ィ
ー
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
大
村
悌
治
郎

食
生
活
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
国
内
に
お
け
る

緑
茶
の
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
海
外

な
ど
で
は
和
食
ブ
ー
ム
や
緑
茶
の
機
能
性
に
注
目

が
集
ま
り
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、緑
茶
の
栽
培
、製
茶
、商
品
化
、

流
通
に
関
わ
る
異
業
種
四
社
が
連
携
し
組
合
を
設

立
、
六
次
産
業
化
の
推
進
を
は
か
る
。
特
許
製
法

を
用
い
て
緑
茶
粉
末
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
付
加

価
値
の
高
い
商
品
を
開
発
。
海
外
へ
の
販
路
開
拓

も
見
込
ん
で
い
る
。

 

水
見
色
地
区
で
施
設
運
営 

水
見
色
き
ら
く
市
企
業
組
合

組
合
員
／
八
人

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
勝
山
啓
子

水
見
色
地
区
は
、
静
岡
市
内
を
流
れ
る
藁
科
川

の
支
流
「
水
見
色
川
」
に
沿
っ
た
約
一
一
〇
戸
の

集
落
か
ら
成
る
山
里
。
当
組
合
は
、
当
地
区
の
有

志
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
常
設
店
舗
兼
食
堂
「
水
見

色
き
ら
く
市
」
の
運
営
を
行
う
。

地
域
の
名
産
品
で
あ
る
本
山
茶
を
は
じ
め
と
し

た
農
産
品
や
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
、手
打
ち
そ
ば
、

朴
葉
も
ち
な
ど
を
販
売
す
る
ほ
か
、
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
た
四
季
折
々
の
体
験
教
室
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
事
業
を
実
施
す
る
。

 

県
東
部
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
共
同
生
産 

協
同
組
合
う
み
ゃ
あ
も
ん
工
房

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
六
〇
万
円

所
在
地
／
裾
野
市

理
事
長
／
勝
又
喜
久
男

県
東
部
の
食
品
製
造
業
者
や
飲
食
業
者
ら
四
社

で
設
立
さ
れ
た
当
組
合
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
共

同
生
産
と
共
同
販
売
に
取
り
組
む
。
富
士
山
や
箱

根
周
辺
の
豊
富
な
食
材
を
活
用
し
た
商
品
の
製

造
、販
売
を
通
じ
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。

裾
野
市
内
に
「
す
そ
の
水
ギ
ョ
ー
ザ
」「
三
嶋

ぎ
ょ
う
ざ
」「
富
士
山
は
ん
ぺ
ん
」
な
ど
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
品
を
中
心
に
生
産
す
る
加
工
所
を
設
け

る
な
ど
、
共
同
生
産
体
制
を
確
立
。
観
光
土
産
を

新設21組合の概要紹介

▲�緑茶を使ったサプリメント
や粉末茶を開発

▲常設店舗兼食堂
　「水見色きらく市」

4中小企業静岡 2015.5

組合活性化情報

27年5月号_本文.indd   4 15/04/23   11:35



は
じ
め
、学
校
給
食
へ
の
供
給
も
視
野
に
入
れ
る
。

 

地
域
特
産
品
＂ゆ
ず＂
で
商
品
開
発 

ふ
じ
の
く
に
川
根
本
町
ゆ
ず
協
同
組
合

組
合
員
／
八
人

出
資
金
／
六
四
万
円

所
在
地
／
榛
原
郡
川
根
本
町

理
事
長
／
浜
谷
隆
康

川
根
本
町
は
川
根
茶
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ

る
。
ま
た
、
茶
生
産
の
繁
忙
期
を
避
け
た
秋
冬
が

収
穫
期
で
あ
る
＂ゆ
ず
＂の
栽
培
が
、
昭
和
五
〇
年

代
半
ば
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
で
は
県

内
一
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
昼
夜
の
寒
暖
差

が
大
き
い
当
地
区
は
、
特
に
香
り
が
強
い
ゆ
ず
が

収
穫
で
き
る
と
い
う
。

当
組
合
で
は
、
こ
の
＂ゆ
ず
＂を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

品
と
し
て
確
立
し
、飲
料
や
ポ
ン
酢
、味
噌
と
い
っ

た
調
味
料
な
ど
の
加
工
品
の
開
発
を
行
い
、
国
内

外
へ
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
。

 

外
国
人
に
特
化
し
た
有
料
職
業
紹
介 

協
同
組
合
マ
ン
パ
ワ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
は
ま
ま
つ

組
合
員
／
一
五
人

出
資
金
／
五
五
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市

理
事
長
／
吉
田
　
茂

浜
松
市
他
の
異
業
種
で
組
織
さ
れ
、
主
に
組
合

員
の
た
め
に
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
。

製
造
業
、
建
設
業
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、

介
護
福
祉
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
も
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
政
府
は
、
外
国
人
労
働
者
の
積
極
的
な
活
用

を
成
長
戦
略
の
一
つ
の
柱
と
し
、
受
け
入
れ
枠
の

拡
大
や
在
留
期
間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
組
合
は
、
外
国
人
に
特
化
し
た
有

料
職
業
紹
介
事
業
を
中
心
に
、
組
合
員
企
業
の
経

営
力
の
強
化
を
目
指
す
。

 

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
共
同
購
入 

就
業
管
理
支
援
協
同
組
合

組
合
員
／
九
人

出
資
金
／
八
四
万
円

所
在
地
／
藤
枝
市

理
事
長
／
栁
原
広
卓

藤
枝
市
を
中
心
と
す
る
県
内
中
部
地
域
の
農

業
、
製
造
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
異

業
種
に
よ
り
組
合
を
設
立
。
各
社
の
業
務
の
効
率

化
を
図
る
べ
く
、
従
業
員
の
労
働
条
件
に
対
応
し

た
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
共
同
購
入
し
、
コ
ス
ト

の
削
減
、
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
。

ま
た
、
技
能
・
技
術
、
知
識
の
移
転
に
よ
り
開

発
途
上
国
の
経
済
発
展
を
担
う
人
づ
く
り
に
寄
与

す
べ
く
、
外
国
人
技
能
実
習
生
共
同
受
入
事
業
に

つ
い
て
研
究
す
る

 

富
士
山
麓
の
湧
水
を
利
用
し
た
商
品
開
発 

富
士
山
ア
ル
カ
リ
温
泉
水
食
品
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
沼
津
市

理
事
長
／
齊
藤
昌
利

当
組
合
は
、
県
東
部
地
域
の
食
料
品
製
造
業
者

四
社
（
洋
菓
子
、
豆
腐
・
油
揚
げ
、
餃
子
・
焼
売
、

製
麺
業
者
）
で
構
成
さ
れ
、
富
士
山
麓
か
ら
湧
出

す
る
ア
ル
カ
リ
温
泉
水
を
利
用
し
た
食
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
設
立
さ
れ
た
。

ア
ル
カ
リ
温
泉
水
を
利
用
し
た
食
品
は
、
酸
化

し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
。
各
社
が
ア
ル
カ

リ
温
泉
水
を
使
っ
た
商
品
（
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、

豆
乳
プ
リ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
）
を

開
発
。
富
士
山
の
恵
み
を
い
か
し
た
商
品
の
提
供

に
よ
り
差
別
化
、
地
域
振
興
を
は
か
る
。

 

メ
デ
ィ
ア
産
業
に
よ
る
地
域
活
性
化 

地
域
活
性
化
協
同
組
合
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

組
合
員
／
六
人

出
資
金
／
一
二
万
円

所
在
地
／
富
士
宮
市

理
事
長
／
深
沢
一
義

各
界
で
活
躍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
専
門
家
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
交
換
を

定
期
的
に
開
催
し
て
き
た
実
践
異
業
種
交
流
会

「
洒
落
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
組

合
。
静
岡
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
の
映
像
製
作

や
広
告
、
出
版
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
業
者
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
広
告
関
連
業
務
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
、
テ
レ
ビ
番
組
の
企
画
、
制
作
の

共
同
受
注
事
業
な
ど
を
メ
イ
ン
に
活
動
す
る
。

新設21組合の概要紹介

▲香り高いゆずを使った
　商品の数々

▲組合では開発した食品の
　試食会を開催
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外
国
人
技
能
実
習
生
の
共
同
受
入
を
研
究 

丸
信
人
材
育
成
支
援
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
磐
田
市

理
事
長
／
横
関
孝
典

当
組
合
は
、
磐
田
市
の
総
合
工
事
業
者
、
株
式

会
社
イ
ト
ー
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
。

当
地
域
は
、製
造
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
が
、

親
会
社
の
海
外
展
開
、
消
費
増
税
に
伴
う
駆
け
込

み
需
要
の
反
動
減
な
ど
課
題
が
多
い
。
そ
こ
で
、

副
資
材
等
の
共
同
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
、

外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
活
用
を
視
野
に
、人
材
、

技
術
、
情
報
等
の
補
完
に
努
め
総
合
的
な
組
合
員

の
経
営
力
を
強
化
し
た
い
考
え
。

 

芸
術
文
化
教
育
事
業
の
共
同
受
注 

協
同
組
合
静
岡
文
化
振
興
会

組
合
員
／
九
人

出
資
金
／
三
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
矢
澤
雅
則

県
内
外
で
活
躍
す
る
俳
優
、
声
楽
家
、
画
家
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
教
育
学
習

支
援
員
な
ど
、
芸
術
文
化
教
育
事
業
に
携
わ
る
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
す
る
場
を
共
同
事
業
に
よ

り
創
出
し
よ
う
と
組
合
を
設
立
し
た
。

組
合
員
個
々
が
も
つ
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い

か
し
、
地
方
自
治
体
や
公
益
法
人
等
か
ら
の
公
演

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
受
託
す
る
ほ
か
、
組
合

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
計
画
し
て
お

り
、
地
域
に
お
け
る
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
取
り

組
む
。

 

富
士
山
麓
の
施
設
管
理
を
目
指
す

岳
南
地
区
施
設
運
営
管
理
協
同
組
合

組
合
員
／
八
人

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
富
士
市

理
事
長
／
鈴
木
敏
彦

富
士
山
麓
に
は
自
治
体
や
民
間
が
所
有
す
る
観

光
施
設
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
多
数
点
在
し
、
多
く

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
昨
今
、
こ
れ
ら

の
施
設
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
運
営

管
理
を
外
部
に
委
託
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い

る
。そ

こ
で
、
富
士
山
麓
で
宿
泊
、
飲
食
、
造
園
、

各
種
商
品
の
小
売
り
を
行
う
中
小
企
業
者
が
、
共

同
で
こ
れ
ら
の
施
設
の
運
営
管
理
を
受
託
す
る
こ

と
を
目
的
に
組
合
を
設
立
。
将
来
的
に
は
、「
富

士
山
こ
ど
も
の
国
」
の
指
定
管
理
者
を
目
指
す
。

 

卸
売
市
場
内
の
食
料
関
連
事
業
者
が
組
織
化

し
ず
お
か
市
場
発
展
協
同
組
合

組
合
員
／
一
九
人

出
資
金
／
九
五
万
円

所
在
地
／
静
岡
市

理
事
長
／
杉
山
昭
德

当
組
合
の
母
体
と
な
っ
た
「
静
岡
市
中
央
卸
売

市
場
関
連
事
業
者
食
品
部
会
」
は
、
昭
和
五
一
年

に
開
設
さ
れ
た
中
央
卸
売
市
場
の
な
か
に
あ
っ

て
、
県
中
部
地
域
の
住
民
の
食
料
品
の
供
給
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

市
場
を
含
め
、
大
き
く
経
済
環
境
が
変
化
す
る

中
、
法
人
化
に
よ
っ
て
市
場
外
へ
の
販
売
や
取
扱

商
品
の
Ｐ
Ｒ
、
受
注
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
新
た
な

販
路
の
開
拓
を
は
か
る
。
ま
た
、
共
同
店
舗
の
運

営
も
模
索
し
て
い
る
。

 

伊
東
市
内
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
を
受
注

伊
東
市
一
般
廃
棄
物
協
同
組
合

組
合
員
／
六
人

出
資
金
／
一
二
〇
万
円

所
在
地
／
伊
東
市

理
事
長
／
藤
田
　
馨

組
合
員
は
、
伊
東
市
内
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
で
あ
り
、
組
合
を
設
立
す
る
前
か
ら
情
報

交
換
を
行
っ
て
き
た
。

伊
東
市
か
ら
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
務
の
受
託

を
予
定
し
て
お
り
、地
域
の
廃
棄
物
の
分
別
収
集
、

運
搬
を
適
正
か
つ
安
定
的
に
実
現
し
、
循
環
型
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
大
規
模

災
害
時
に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
、
処
分

に
つ
い
て
、
行
政
と
連
携
し
対
応
を
研
究
す
る
予

定
で
あ
る
。

新設21組合の概要紹介

▲声楽家、俳優、
　司会業など、
　様々な組合員が
　活躍

組
合
設
立
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

	

中
央
会
　
連
携
組
織
課
ま
で

	

電
話
：
〇
五
四（
二
五
四
）一
五
一
一
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組合役員および組合員事業所の経営者・役員・従業員の方々を対象に、病気やケガによる就業不能中の
月々の所得の補償を中心に充実させたプランです。
なお、制度の説明や加入手続きについては、コンプライアンスにもとづき、静岡県協同振興㈱が担当い

たしますので、これまでの共済制度と同様に、皆様の福利厚生にお役立てください。

団体所得補償プランの内容
1. 所得補償の特長

（1）月々の所得を補償
病気・ケガで入院、医師の指示による自宅療養中の月々の所得を補償します。
また、世界中・24時間いつでも補償します。

（2）最長1年間の長期補償
補償の対象となる期間は、支払対象外期間4日を超えた就業不能期間で、かつ対象期間は1年間
の長期補償です。
（初年度加入および継続加入の保険期間を通算して、1000日分の保険金を受け取られます。）

（3）天災補償も充実
地震・噴火またはこれらによる津波によって被った、身体障害による就業不能も補償します。

（4）精神障害による就業不能も補償
躁うつ病・神経衰弱・アルツハイマー病の認知症など幅広い精神障害も補償します。

2. ケガによる万一の死亡・後遺障害を補償
3. 病気・ケガによる重度障害を補償

万一、重度障害になられた場合は、そのリスクに備え保険金を一時金でお支払いします。

4. 団体割引20%
団体割引適用で、個人で加入されるより20%割安です。

5. 補償内容の違いにより、α型からⅦ型までの8タイプをご用意。
＊この広告は、静岡県中小企業団体中央会を保険契約者とした団体契約の概要のご案内となります。
　また、この商品は、所得補償保険普通約款に各種特約をセットしたものです。

〈団体所得補償プランについてのお問い合わせ等は下記へ〉
取扱代理店
静岡県協同振興株式会社
 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1　静岡県中小企業団体中央会 内
 TEL：054-251-1637　FAX：054-251-1690
引受保険会社
損害保険ジャパン日本興亜株式会社　静岡支店法人支社
 〒420-0031 静岡市葵区呉服町1-1-2 静岡呉服町スクエア3F

中央会がお勧めする団体所得補償プラン

「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は、損保ジャパンと日本興亜損保が
2014年9月1日に合併して誕生した会社です。

（SJNK14-19456）
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静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
（
池
谷
侑

治
理
事
長
）
は
、
四
月
一
二
日
、
静
岡

市
駿
河
区
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
静
岡

に
お
い
て
全
国
鉄
筋
技
能
大
会
静
岡
県

予
選
会
を
開
催
し
た
。

同
予
選
会
に
は
、
鉄
筋
施
工
技
能
士

一
級
の
資
格
を
保
有
し
、
二
年
以
上
が

経
過
し
た
四
五
歳
以
下
の
七
人
の
技
術

者
が
参
加
。
多
く
の
会
社
の
同
僚
や
家

族
ら
が
見
守
る
な
か
、
日
頃
、
現
場
で

鍛
え
た
鉄
筋
施
工
技
術
を
競
い
合
っ
た
。

競
技
で
は
、
一
時
間
三
〇
分
の
規
定

時
間
内
に
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た

図
面
に
従
い
、
柱
や
梁
な
ど
か
ら
な
る

建
物
の
基
礎
部
分
の
組
み
立
て
を
行
っ

た
。
す
べ
て
の
参
加
者
が
、
時
間
内
に

組
み
立
て
を
終
え
た
後
、
組
合
役
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
作
業
時
間
の
速
さ
、

図
面
通
り
の
正
確
性
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
や
見
栄
え
な
ど
を
減
点
方
式
で
審
査

し
た
。

審
査
の
結
果
、
作

業
時
間
が
最
も
短

く
、
減
点
が
少
な

か
っ
た
株
式
会
社

久
野
鉄
筋
の
勝
又
新
太
郎
さ
ん
が
優

勝
。
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
金
と
と
も

に
本
年
一
〇
月
に
富
士
宮
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
資
格
が
与
え

ら
れ
た
。

優
勝
し
た
勝
又
さ
ん
は
、「
と
て
も

緊
張
し
た
が
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
が
発
揮
で
き

て
よ
か
っ
た
。
全
国
で
も
良
い
成
績
が

残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

池
谷
理
事
長
は
、「
初
め
て
の
試
み

で
あ
っ
た
が
、
静
岡
県
の
技
術
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
た
。
建
築
現
場
の
基
礎

を
支
え
る
鉄
筋
施
工
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
や
重
要
性
を
、
こ
の
機
会
に
広
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
従
業
員
に
は
、

人
の
安
全
・

安
心
を
支
え

る
自
分
た
ち

の
仕
事
に
、

さ
ら
に
誇
り

を
も
っ
て
ほ

し
い
」
と
力

を
込
め
た
。

三
月
十
七
日
、
静
岡
市
の
グ
ラ
ン

シ
ッ
プ
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
じ
の
く
に

次
世
代
産
業
創
出
・
経
営
革
新
フ
ェ

ア
」
に
お
い
て
、
浜
松
湖
南
工
業
団
地

協
同
組
合
に
加
盟
す
る
丸
成
金
属
塗
装

株
式
会
社
が
経
営
革
新
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。　

同
賞
は
、
承
認
さ
れ
た
経
営
革
新
計

画
に
基
づ
き
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
中

小
企
業
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
県
内
で

合
わ
せ
て
七
社
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
。経

営
革
新
の
テ
ー
マ
は
、「
環
境
対

応
性
と
耐
久
性
に
優
れ
た
提
案
型
紛
体

塗
装
技
術
の
事
業
化
」
で
、
中
央
会
西

部
事
務
所
を
支
援
窓
口
と
し
て
平
成

二
一
年
に
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

同
社
は
、
輸
送
用
機
器
関
連
部
品
・

家
庭
用
品
等
の
ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト

製
金
属
部
品
へ
の
静
電
塗
装
・
耐
熱
塗

装
を
主
業
務
と
し
て
き
た
。
経
営
革
新

事
業
で
は
、
人
体
や
環
境
へ
の
負
荷
が

少
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
紛
体
塗
装
工
法

の
ラ
イ
ン
化
を
実
現
。
紛
体
塗
装
は
溶

剤
塗
装
に
比
べ
傷
に
強
い
皮
膜
を
可
能

と
す
る
ほ
か
塗
装
粉
を
回
収
・
再
利
用

す
る
な
ど
製
造
コ
ス
ト
削
減
へ
の
工
夫

も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

塗
装
技
術
と
提
案
力
は
、
楽
器
や
医
療

機
器
分
野
な
ど
新
た
な
引
合
い
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

同
社
の
平
山
多
久
磨
社
長
は
、「
売

上
増
強
や
雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
て
き

た
。
今
後
も
、
技
術
力
や
営
業
力
を
強

化
し
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力
を
続

け
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

中
央
会
は
、
二
七
年
度
も
経
営
革
新

の
支
援
機
関
と
し
て
、
積
極
的
に
組
合

や
企
業
の
経
営
革
新
支
援
に
取
り
組
む

考
え
。

日
頃
鍛
え
た
鉄
筋
施
工
技
術
を
競
う

全
国
鉄
筋
技
能
大
会
静
岡
県
予
選
会
を
開
催

静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

▲ 優秀賞を受賞した平山社長（右）

▼ 予選会の様子

平
成
二
六
年
度 

経
営
革
新
優
秀
賞

丸
成
金
属
塗
装
株
式
会
社
が
栄
え
あ
る
受
賞

（
浜
松
湖
南
工
業
団
地
協
同
組
合
）
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と
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
』
で
仕
事
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
。
次
代
を
担
う
皆

さ
ん
が
、
若
さ
と
情
熱
を
も
っ
て
大
い

に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。柳

瀨
労
働
局
長
は
、「
働
く
こ
と
の

意
義
に
つ
い
て
考
え
、
日
頃
の
業
務
の

な
か
に
、
楽
し
さ
を
見
出
し
て
」
と
祝

辞
を
述
べ
た
。

そ
の
他
、
先
輩
社
会
人
二
人
か
ら
体

験
談
を
も
と
に
し
た
新
入
社
員
の
心
構

え
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
有
限

会
社
ア
ム
ズ
環
境
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の

高
木
敦
子
代
表
に
よ
る
「
仕
事
に
対
す

る
姿
勢
と
喜
び
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
を
聞
い
た
。

参
加
し
た
新
入
社
員
の
一
人
は
、「
緊

張
し
た
が
、
参
考
と
な
る
話
を
た
く
さ

ん
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
一

刻
も
早
く
会
社
に
慣
れ
、
一
人
前
の
社

会
人
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
た
。

同
入
社
式
は
、
同
月
二
七
日
に
沼
津

市
で
、
三
〇
日
に
は
静
岡
市
葵
区
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

静
岡
県
中
央
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
経

営
者
協
会
、
商
工
会
議
所
連
合
会
、
商

工
会
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
県
内

東
中
西
部
地
区
に
お
い
て
合
同
入
社
式

を
開
催
し
た
。

同
入
社
式
は
、
県
内
の
各
企
業
、
団

体
の
新
入
社
員
に
対
し
、
産
業
界
全
体

で
そ
の
門
出
を
祝
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、今
年
で
二
回
目
の
開
催
と
な
る
。

三
月
二
六
日
、
浜
松
市
中
区
の
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
で
開
催
さ
れ
た
西
部
地

区
の
同
入
社
式
に
は
、
大
須
賀
淑
郎
県

副
知
事
、
柳
瀨
倫
明
静
岡
労
働
局
長
が

来
賓
と
し
て
出
席
。
各
企
業
の
関
係
者

と
と
も
に
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
計
四
三
社
の
新
入
社
員
一
〇
三
人
の

社
会
へ
の
第
一
歩
を
祝
っ
た
。

中
央
会
の
諏
訪
部
敏

之
会
長
は
、「
首
都
圏

へ
の
一
極
集
中
な
ど
に

よ
り
、
地
方
の
力
は
弱

ま
っ
て
い
る
。
静
岡
県

の
魅
力
を
引
き
出
す
た

め
、
産
業
界
が
一
丸
と

な
り
、
大
き
な
『
夢
』

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
（
西
貝
誠
一

理
事
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
静
岡
県
警

察
本
部
よ
り
「
特
殊
詐
欺
防
止
に
向
け

た
依
頼
書
」
の
交
付
を
受
け
た
。

同
組
合
の
理
事
会
に
先
立
ち
静
岡
市

内
で
行
わ
れ
た
交
付
式
に
は
、
組
合
役

員
、
警
察
関
係
者
な
ど
二
〇
人
余
り
が

出
席
。
県
警
の
田
中
和
生
生
活
安
全
部

長
よ
り
、
西
貝
理
事
長
に
対
し
依
頼
書

が
手
渡
さ
れ
た
。

田
中
部
長
は
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

「
架
空
会
社
の
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
高
齢
者
宅
に
送
付
し
て
、
後
日
、
証

券
会
社
を
名
乗
り
、
投
資
名
目
で
現
金

を
だ
ま
し
取
る
特
殊
詐
欺
が
近
年
増
加

し
て
い
る
。
信
用
度
を
あ
げ
る
た
め
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
上
質
紙
を
使
い
、
写

真
や
グ
ラ
フ
を
掲
載
す
る
な
ど
、
手
口

も
巧
妙
化
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
う

え
で
「
特
に
、
相
場
よ
り
高
い
料
金
で

の
依
頼
や
現
金

で
の
前
払
い
、

投
資
関
係
の
印

刷
物
に
は
注
意

し
て
ほ
し
い
。

少
し
で
も
不
審
な
印
刷
物
の
発
注
を
受

け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
情
報

提
供
を
」
と
要
請
し
た
。

西
貝
理
事
長
は
、「
こ
れ
ま
で
、
印

刷
物
が
詐
欺
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
遵
守
）
の
意
識
を
高
め
、
警
察
と
の

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。
詐
欺
の

被
害
を
水
際
で
防
ぎ
、
特
に
、
飛
び
込

み
客
な
ど
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
、
組

合
員
に
呼
び
か
け
た
い
」
と
応
じ
た
。

県
警
に
よ
る
と
偽
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
い
金
銭
を
だ
ま
し
取

る
「
金
融
商
品
等
取
引
名
目
詐
欺
」

の
平
成
二
六
年
の
県
内
被
害
額
は
、

三
億
四
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
て
お

り
、
特
殊
詐
欺
被
害
額
の
合
計
、
約

一
〇
億
五
〇
〇
〇
万
円
の
約
三
分
の
一

を
占
め
て
い
る
と
い
う
。

地
域
企
業
の
合
同
入
社
式
を
開
催

新
入
社
員
が
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
！

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

他

「
不
審
印
刷
物
の
発
注
は
引
き
受
け
ま
せ
ん
！
」

静
岡
県
警
か
ら
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
対
す
る
協
力
要
請

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
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（平成27年3月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・		円安による輸入原料高や、それに伴うコスト高が懸念され
る。（水産食料品）

・		増々厳しさを感じるようになってきた。（宗教用具製造業）
・		昨年の２月後半位から悪くなり始めたが、今月は昨年比で横
ばい。低迷が続いている。（木材・木製品製造業）

・		花粉症向けのティッシュ等の高付加価値商品も浸透してい
て季節柄出荷は多くなっている。（パルプ・紙・紙加工品）

・		景気を反映してか冊子等の一般印刷は増加傾向にあるが、広
告チラシは落込みが数ヶ月にわたり続いている。（印刷・同関
連業）

・		昨年は消費税増税前の駆け込み需要により売上等が高かっ
た。（生産用機械器具）

・		国内向け設備の代替需要出始めの動きがある一方で、足元の
売上が前年割れする組合員が増えつつあり、バラつきはある
ものの景況感に陰りが見え始めている。（生産用機械器具）

・		今年と昨年の売上高を前年同月で比較すると、昨年３月は消
費増税前の駆け込み需要で特別に売上高が大きかった。今年
は冷蔵庫やエアコンの販売はだいぶ上向いてきたが、昨年の
売上高には到底及ばない。（電気機械器具）

・		国内新車販売台数の落込みが続く影響から、自動車部品メー
カーの生産は減少している。また、前年同月は増税前の駆け
込み生産があったため、前年同月比でも大きく減少してい
る。（輸送用機械器具）

・		決算月の需要増で、軽四輪部品は昨年並の残業休出が続いて
いるが、次月以降の落込みが懸念される。（輸送用機械器具）

・		今年の１月から変化は見られない。（漆器製造業）

■非製造業
・		年度末は例年出荷量が増加するが、本年は例外で２月よりも
減少する見込み。下期に入り６ヶ月連続前年割れとなった。
通期においても10％以上の減少となった。（セメント卸）

・		年度末を機に、売上低迷・高齢化・後継者不在を理由に廃業す
る組合員が増えてきた。（鮮魚小売業）

・		決算最終月は前年比とほぼ変わらない状況。また、年間総売
上げ累計は14％の増加となった。（機械器具小売）

・		アベノミクスで景気は良くなっているといわれているが、商
店街は景気が悪くなっているという話ばかり。（商店街）

・		大型店舗と共同でイベントを開催。たまに雨もちらついたが
多くのお客様でにぎわった。（商店街）

・		キーテナントとの合同セールは予想以上の反響があり、今後
の明るい材料となった。（宿泊業）

・		３月に行ったイベントは、穏やかな天候の中いつも以上に盛
況だった。（商店街）

・		年度末でハウスメーカー、金融機関の動きが活発で、売上増
に結び付いた。（不動産取引業）

・		春休みの宿泊予約が好調である。（宿泊業）
・		マイナンバーが本年10月から施行されるため、首都圏を中心
に普段から不足がちなIT技術者が、それに輪をかけて払底
している。各市町でも同様に、自治体のマイナンバーがらみ
のシステム案件が増えている。（情報サービス）

・		人員確保が更に厳しい。新年度を迎える中、取引先の委託費
の減額実施及び見直し検討する取引先が数社出ている。（ビ
ルメンテナンス業）

・		専門工事業界は長年の不況の影響で若者の入職が無く、後継
者不足は深刻な現状だが、国土交通省もその重大な状況に気
付き、若者に魅力ある建設業造りに着手し、いわゆる「担い手
３法」を改正した。（総合工事）

・		公共工事は３月21日ぐらいまで工事が忙しい状況で、それ以
降は繰り越し工事以外完了している。民間工事は、年度末の仕
事量の増加に伴い内装職人が特に不足している。（総合工事）

・		年度末に関わらず荷動きが弱く、トラックの稼働率が低下し
ている事業者が出ている。（道路貨物運送）

・		年度末の割には輸送量の面で減少した。燃料価格も上昇傾向
にあり収益を圧迫しそうだ。（道路貨物運送）

・		３月は従来ならば飲料関係は人の動きと共に輸送量が増加
するが、今年は動きが少ない。一般荷物では年度末の引越し
など、季節的な需要はそれなりの物量であった。（道路貨物運
送）

平成26年度事業・決算の承認並びに平成27年度事業計画・予算の決定�等

13：30〜15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡　静岡市駿河区南町18-1

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　TEL 054-254-1511

平成27年　6月26日（金）　　

静岡県中小企業団体中央会の

平成27年度 通常総会 をご案内申し上げます。

主要議題

別途書面にて
ご案内申し上げます。
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H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1 H25.4.1 H26.4.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

〇平成27年3月のＤＩ値を前月と比較すると、「売上高」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」「雇用人員」「業
界の景況」で改善傾向となった。

〇「製造業」は、前月との比較で「売上高」「販売価格」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」「雇用人員」「業
界の景況」で改善傾向となったが、自由回答では、依然として景気回復の実感はない様子である。

〇「非製造業」は、前月との比較で「売上高」「販売価格」「資金繰り」「雇用人員」「業界の景況」が悪化している。
自由回答でも、年度末の駆け込み需要が例年に比べて少ないなど、目立った改善報告はなかった。

概　況

静岡経済研究所が３月３０日に発表した県内中堅・中小企業設備投資計画調査によると、静岡県内の中
堅・中小企業（294社）の平成27年度設備投資計画額は、前年度比で12.1％増と、景気回復への期待な
どによる積極的な投資姿勢がうかがえる結果となった。
連絡員からの３月期回答をみると、前月との比較で、全９項目中｢売上高｣｢収益状況｣｢業界の景況」の主
要三指標を含む７項目が改善。特に「設備操業度」においては、30ポイント以上の改善となった。
自由回答では、回復の兆しを見せる回答も寄せられているが、景気状態が上向かない業種も多い。運
輸業においては、例年に比べ年度末の荷動きが少ないとの報告が多く、厳しい状況が続いている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H27.3 －30.0 －7.2 －1.7 －13.3 －26.7 －18.4 －10.7 －10.0 －35.0

DI値

H27.02 －40.0 －4.8 1.7 －10.0 －41.7 －23.3 －46.4 －11.7 －46.6

H27.02→H27.03 10.0↑ －2.4↓ －3.4↓ －3.3↓ 15.0↑ 4.9↑ 35.7↑ 1.7↑ 11.6↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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静岡労働局からのお知らせ

静岡地方労働審議会の開催について 企画室
℡054ｰ254ｰ6320

平成27年度 静岡労働局行政運営方針について 企画室
℡054ｰ254ｰ6320

高校生の就職内定状況（平成２７年２月末現在） 職業安定課
℡054ｰ271ｰ9958
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～県内の優れた技能者を推薦してください～
「静岡県優秀技能者」表彰の候補者を募集します

県では、広く社会一般に技能のすばらしさを理解
していただき、技能労働者の地位向上につなげるた
め、極めて優れた技能を持ち、他の労働者の模範と
なる技能者を表彰しています。

【対　象】
20歳以上の県内就労者で、極めて優れた技能を持

ち、当該技能の第一人者と目されている方。

【推薦者】
市町、産業団体、職業訓練機関 等

【推薦方法】
県内３か所にある県立技術専門校に所定の書類を

提出してください。

【募集期間】
５月７日（木）～６月30日（火）

【選考方法】
推薦のあった方の中から、技能の内容、産業への

貢献及び後進の育成等を総合的に考慮して、決定し
ます。

【表彰式】
平成27年11月中旬（予定）

お問い合わせ
静岡県経済産業部 職業能力開発課 ものづくり人材班
TEL：054-221-2954　FAX：054-271-1979
E-mail：syokunow@pref.shizuoka.lg.jp
URL：  http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/ 

sa-230/syokunow.html

どの様な人材を求めますか?

〜職業訓練のアンケートに御協力ください〜
静岡県では、技術専門校（テクノカレッジ）において

学卒者や企業在職者等を対象とした職業訓練を実施
し、未来のものづくり人材の育成を行っております。

このたび、県内事業所の皆様方に、人材育成のニー
ズ調査を実施することとしました。

人口減少・少子高齢化が進展する中、本県の職業
能力開発施策のあり方を検討するとともに、企業在職
者向けに新訓練コースを設定するための御要望を把握
し、企業ニーズに合った訓練を実施していくことを目
的としております。

調査項目を記載したアンケートを事業所に送付いた
しますので、届きましたら御回答をお願いします。
■	アンケート実施時期

平成27年５月中旬～６月下旬
■	主な調査項目

・ 事業所の概要
・ 事業所における人材育成の状況
・  テクノカレッジ（県立技術専門校）の認識度、利

用状況
・ 求人を行う場合に有効な訓練
・ 従業員に受けさせたい訓練
・  事業所が成長分野に取り組むために県に希望する

訓練
 等
なお、いただいた回答のうち、ニーズの多い訓練に

ついては、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援
機構（ポリテクセンター静岡・ポリテクカレッジ浜松）
の協力のもと、訓練カリキュラムの作成・試行等を行
い新カリキュラムとして実現して予定です。

こんな訓練・セミナーがあったらいいな、という思
いがありましたら、アンケートに託してください。試
行の際には、お声かけをいたします。

是非、この機会に御利用ください!!

お問い合わせ
静岡県職業能力開発課

（県庁東館7階）
静岡市葵区追手町９-６
TEL：054-221-2821
FAX：054-271-1979

表彰式の様子
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▲諏訪部会長（右から三人目）
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～健康産業企業（食料品、医療・医薬品、スポーツ関連等の製造業）の皆様～

貴社の人材育成を補助制度により応援 !
県は、健康産業における競争力強化を図るため、新規雇用者の人材育成に要する経費を補助する制度を設け
ました（実施期間：平成27～28年度）。この機会に、「人財力」向上による更なる飛躍を図ってみませんか？

●補助金の概要
補助金の名称 健康産業人材育成事業費補助金

補助対象者
健康産業企業（食料品、医療・医薬品、スポーツ関連等の製造業）
※県内に事業所があり、その事業所で人材育成を行うことが必要です。
※対象となる産業分類についてはホームページを御覧ください。

補助対象経費 4月1日以降に新規雇用した正社員の人材育成に要する経費

補助率（額） 10分の８（80万円／社又は16万円／人のいずれか少ない額が上限）

●応募の方法
募集要項や応募書類等は下記ホームページに掲載します。必要書類を期限（6月中旬予定）までに下記申
込先まで御提出ください。

●その他のメリット
当事業に採択された企業は、ハード整備を対象とした国の「戦略産業雇用創造プロジェクト関連利子
補給制度」を活用した低利融資（利子補給率：最大1.0%）を受けることが可能となります。

例えば、こんな研修も補助の対象になります。

【お申込み・お問い合わせ】
健康産業雇用創造プロジェクト事務局（静岡県経済産業部就業支援局雇用推進課）
 TEL：054-221-2811
 E-mail：koyou@pref.shizuoka.lg.jp
 URL：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-220/

海外への販路拡大のため
に、社員に「英会話」を
受講させよう！

「HACCP研修」受講に
より食品の安全性向上を

図りたい。 若手・新入社員が多いので
「ビジネス基礎研修」で
基礎固めをしたい。
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中部青年中央会 会長
静岡県重機建設業工業

組合青年部
「HMC青年会」
小島 卓美
株式会社小島建材
取締役専務

組
合
青
年
部
活
動

”重
機
de
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
“

中
部
青
年
中
央
会
の
会
長
を
務
め
る
傍
ら
、
誇
り
を
も
っ
て
活

動
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、県
重
機
建
設
業
工
業
組
合
の
青
年
部「
Ｈ
Ｍ
Ｃ
青
年
会
」

の
代
名
詞
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
”重
機
de
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
“
で

す
。こ

れ
は
、
我
々
重
機
を
操
る
職
人
の
重
要
な
ス
キ
ル
を
生
か
し

た
重
機
に
よ
る
書
道
や
、
グ
ラ
ス
積
み
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
。

ま
た
、
子
供
達
を
本
物
の
重
機
に
乗
せ
て
操
縦
体
験
な
ど
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

自
分
達
も
青
年
部
の
在
り
方
を
再
認
識
で
き
る
と
共
に
、
建
設

業
界
に
お
け
る
若
手
人
材
不
足
の
解
消
の
一
助
と
な
る
活
動
だ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
や
静
岡
空
港
で
の
イ
ベ

ン
ト
、
各
地
の
お
祭
り
な
ど
集
客
力
の
あ
る
催
し
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
ど
の
団
体
も
存
在
意
義
を
問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
青

年
中
央
会
に
出
向
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
”我
こ
そ
は
！
“
と
奮
起
し
、

私
利
を
追
わ
ず
、
公
益
を
図
れ
る
意
識
の
高
い
「
青
年
経
済
人
」

に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

と
、
少
し
真
面
目
な
話
で
し
た
が
、
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
多
く
の
出
会
い
や
様
々
な
体
験
が
で
き
る
の
が
や
は
り
青
年
部

の
魅
力
だ
と
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
（
笑
）。

新年度がスタートして早１ヶ月余り。当会には、
４月から８人のフレッシュな職員が仲間入りし、毎
日、張り切って仕事をしている。（そんなわけで、
しばらく中央会への電話応対の初々しさは、ご了
承くださいませ。）
イマドキの若者は…と愚痴を言うのは、年長者
の常なのでしょうが、いくらか職場の先輩である
私の目から見て、イマドキの新人は本当に優秀だ
なあとつくづく感心している。少なくとも、新人

の頃の私よりは…。
本誌で取り上げた合同入社式では、真新しい

スーツに身を包み、背筋をピンと伸ばした新入社
員の姿が印象的だった。と、同時に指導にあたる
先輩や上司は、それ以上に緊張しているようにも
見受けられた。
新入社員は組織のカンフル剤であり、後輩や
部下ができるのは、管理者の育成上、とても重
要であるということを最近痛感している。 （押尾）
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